


アコリス遺跡出土の皮革製サンダルとブーツ

これらの皮革製履物はI:j=lエジプト南部のナイル河東j苧に位置するアコリス遺跡(調査団長-

)11 ïL9宏幸筑波大学教授)南地区から lj~j 二!こしたものである o r(7j地区は第:31:1コIIJJWjから末期王朝

時代の様々な手工業生産の存在を示す遺構や遺物に恵まれ，その代表絡がmi与8"1世紀頃の「皮
革工房jである O 工房111:は奈!日立の1:1こllJ支(，二位置し，現在までに東西 17ふn，南北 5.9111の範i認を

硲認している O 移しい数の皮革裁断片や製 111~~1 )='r が I':I~I土し，なかには赤や緑色に着色した皮革

片もある O 皮革の原材料は主にヤギとウシをn:Jし1た。製i弘のほとんどがサンダルやブーツな

どの履物で，その数はおおよその形状カ可能認できるものだけで 100点ほどを数える O さらに，

皮革工房社以外の遺仇:からも 60点ほととが出土しているので，操業の降躍がしのばれるO

古代エジプトのサンダルは いわゆる草履やピーチサンダルに阪を/TIIるストラップがつく

五三状をしており，ソールのiillj1H1J ~Mt ~こ切れ込みをいれた「耳j をそなえていることが特徴である O

仁i絵資料(上)は， j乏の指を掛ける鼻緒と，肢に1mるストラップが残存しているO また，左

1l!1Jの耳に名ーから Y字:1犬に延びるヒモの-1~1)が見てとれる O ソールは 3 枚の皮革を:m:ね，局

長支部をキ111しリ支ヒモと獣糸で縫合しているO

i 脱会資料(下)のブーツは，木棺に志向i註された子供のミイラの軍出In二ーからよI~I 二!こした例である O

ソ-)レ接地HIIの摩耗や使用jJ;ミがないため 未使用品を副葬したと忠われる O 古代エジプトの

ブーツは 11FJをそなえたサンダルの特徴を受け継ぎ， くるぶし付近までの高さがあるアツ

ノfーをサーンダル状のソールに被せている O 本資料も1]"を持ち，ア yパーの1l!1J而に1]竹、ら延び

る皮革ヒモが通っている O これは恐らくア 'j/てーの「へたれjを緩和する処置であろう O アッ

ノf一本体は i枚皮革の 1=1=1央官1)に切れ込みを入れ，限音1)分を獣糸で縫い合わせている O また，

IjFJ r 一昨日が IjFJ きすぎないように秘めるための I-~'ift ヒモj も見てとれる O

サンダルなどの履物は象徴的，儀礼的意味合いが強く，古代エジプト人は裸足で、生活して

いたとされる O ところが，アコリス遺跡で、出土する履物のほとんどが実際に使用されており，

補修のために別のサンダル片を当てがった資料が多し三。仁i絵資料(上)の左先立?品1)も別の皮

革ヒモでネiIi修を行っている O このことは 一般民衆が皮革製版物を日々の生活で使用してい

たことを示している O その意味で、~[MII寺代のJJIミ úíjî 史や生活史に変更をせまる資料である O

(上)長さ 21.5CI11， 111m 10.4cl11。右)lPI=J。

(下)左足:長さ 20.0CI11， 111m 8.2cm。右足:長さ 20.0CI11， III高7.9cl11。
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